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Abstmct ： Afield　experiment 　was 　conducted 　using 　model 　houses　in　Toyota　in　2011　that 血vestigated 　pleasantness　arising

倉om 　the　cogniUon 　gap　iエ1　houses．　In血is　st巳dy，　the　same 　experiment 　was 　conducted 　usillg　an　exper   ental 　house  Tokai 

the　summer 　of 　2014．　The　new 　case 　involving　passing　semi ・outdoor 　spaces 　was 　added 　as　an 　experiment 　condition ，　and 　the

experiment 　ilvestigated　differences　of 　impression　according 　to　 approaches ．　As　a　result 　of 　f扛ctor 　analysis ，　evaluation 　and

safety　were 　extracted．　Regarding　evaluation ，　the　scores 　fbr　evalua 廿on 　had　a　correlation 　with 　illum血ance　at　the　places．皿1e

scores　fbr　safヒty　hardly　changcd 　in　the　case 　ofpassi 皿g　i皿door　spaces ．　On 　the　othcr 　hand
，
　the　scores 　ofsafety 　changed 　a　lot　in

出 ecase 　ofpassing 　semi ・outdoor 　spaces ．　In　particulaら dining　with 　1arge　windows 　that　had　a　connection 　with 　outside 　was 　not

recognized 　fbr　safety，　but　did　affect　evaluation　ofsafety　lateL
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要旨 ： 本研究で は 、2011 年 に豊 田市 の モ デ ル ハ ウス で 行 われ た 、住宅 にお け る 認知 ギ ャ ッ プ と積極的快適性 に 関

す る研 究 にお け る実験 と同様 の 実験 を、2014 年 の 夏期 に東海市 の 実験住宅 にお い て 行 っ た。評 価地 点へ の 異 な る

ア プ ロ
ー

チ に よ る 印象変化 に つ い て の 調査 を行 い 、本実験 で は 新た に 半屋外空間 を 通 る ケ
ー

ス を 加 えた 。 実験 に

よ り得 られ た結果 を因子分析 した と こ ろ、評価性 と安全性 の 2 因子が 抽出 された。評価性 にっ い て 評価地点 で の

照 度 と評 価性 の 得点を 比較した と こ ろ、照 度が 大 き い ほ ど評価性 の 得 点が 大 き く な る とい うこ とが 示 唆 され た。

ま た 安全性 の 因子 に つ い て は 、屋 内 を通 る ケ
ー

ス で は 得 点差 が ほ ぼ な い が、一方 半屋 外 を 通 る ケ
ー

ス で は 大 き な

得 点 差 が 生 じて い た e 特 に ダ イ ニ ン グで は大 き な 開 ロ に よ っ て 外 部 との つ な が りを 強 く意 識 し、安 全 で な い と認

識 されて お り、そ の 後 の 安全性 の 評価 に まで 影響 を与 えて い た。

キーワード ：積極的快適性、印象評価、因 子 分析、ア プ ロ
ー

チ、住宅

　　　　　　　　　1 ．は じめ に

　人間 が空 間に 抱 く印象 は、様 々 な 要 因 に よ っ て変化

し、同 じ場所 で あ っ て も、そ こ か ら受ける印象 は 様 々

で あ る。ま た、あ る連続す る空 間 の 中で 人 間 の 認 知 に

ギ ャ ッ プ が 生 じ る と、視覚的 に 積極的快適性 を 感 じ る

こ とが体験 的 に は 知 られ て い る が 、 そ れ に関 す る研 究

は ご く僅か で ある。

　山 口 ら （2012） は 住宅 に お け る積極的快適性 にっ い

て の 研 究で、2011年 に豊 田 市の モ デル ハ ウス で 被験者

実験を行 っ て い る。本研究 で は こ の 実験 と 同様 の 実験

を東 海市 の 実 験 住宅 で 行 い
、 ア プ ロ

ー
チ に よ る 印象変

化 にっ い て 調査を行 っ た。ま た住宅の 半屋外空間に 着

目 し、変化 に 富ん だ ア プ ロ
ーチ を 設 定 す る こ とで 、諸

条件 と印象変化 の 対 応 を明 らか に し よ うと試 み た。

　　　　　　　　　　2 ．方法

2．1実験条件

　本実験は 2014 年 の 夏期に お い て 行 われ た。実験 時

期 ・時 間 ・場 所
・被験 者属 性 に つ い て 表 1 に 示 す。共

同 で 行 っ た 別 の 実験 の 条件か ら被験 者 は全 て 女 性 とな

っ て い る 。 実 験 住宅 の 特徴 と して は、ダ イ ニ ン グや リ

ビ ン グに 大 き な開 口 が あ り、天 井 ・壁 面 が 白で 統
一

さ

れ て い る こ とが あ げ られ る。

表 1　 各実験条件
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2．2実 験 内 容

　住宅空間の 印象 を評 価す る被験者実験を愛知県東海

市 に あ る実験住宅 ア ス パ ラ ガス ハ ウス で 行 っ た。実験

住宅の 平 面 図 を図 1 に 示 す。本実験 で は住 宅 に 6 つ の

評価地 点 を設 定 した。被 験 者 は 実 験者の 誘導 に 従 っ て

住宅内を移動 し、各評価地 点の 印 象評 価 を した。印象

評 価は、12項 目7 段階 の 形容詞対 を用い た SD法 に よ り

空間の 印象を 回 答 させ た。

　住宅内 を移 動 ・評 価す る際 に、被験者 ・実験者 の 存

在 が 印象評価 に影響 を及 ぼす こ とが 考え られ た た め、

被験者 を 4つ の グル ープ に分け、少人数 で 行動を した。

　ま た 住宅内の 照 明 にっ い て は、実 験者 が 各評価地点

の 照 度 を随時測定 し、点灯す る必 要 が あ る と判断 した

場 合 に の み 点灯す る こ と とし た。本実験 で は 全て の 時

間帯に お い て消灯 して い る。

2．3 評価ル
ー

ト

　ア プ ロ
ー

チ の 差 異 に よ る印象 の 違 い を 比較す るた め

に、屋 外 か ら住 宅 内部 に 入 り、奥 に進む 「行 きル ート」

と、逆 に屋 内 の 奥 か ら屋 外 へ進 む 「帰 りル ート」 の 2

ル
ー

トを 設 定 した 。
こ れ に よ り、行き と帰 りル

ー
トで

は 同 じ場所を評価す る場合 で も、直前 に滞在 した 場所

が 異 な る た め、空 間 の 印象 に 変化 が 現 れ る と考 え た、
ま た 、入 室 方法 が 複 数 存 在 す る 部屋 に つ い て は 異な る

ア プ ロ ーチ を す る よ うに ル
ー

トを設 定 し、評 価 地 点 に

到達す る まで に 得 る情報 の 差 別 化 を図 っ て い る。さら

に本 実 験 で は 住宅 内 の み を通 る 「屋 内パ タ
ー

ン 」 に加

え、住 宅 の 半 屋 外 空 間 を通 る 「半屋 外 パ タ
ー

ン 」 を 設

定 した。半屋 外パ タ
ー

ン で は 、ア プ ロ ーチ の 中で 大 き

な変化 が あ る た め、印象変 化 が 明確 に 現れ、諸条件 と

の 対応 が検討 しやすい と考えた。なお 屋 内パ ター
ン で

は 住 宅 内 の 窓 を 全 て 閉 め 、半屋 外 パ タ
ー

ン で は全 て の

窓 を開 けて い る。

　以 上 の ル ート・パ ター
ン を組み 合わせ、合計 4 つ の

条件を設定 した．評価ル ートの 例 と して、図 1 ・2 に 行

きル ート ・屋 内 パ タ
ー

ン と帰 りル
ー

ト・半屋 外 パ ター

ン を示 す。ま た 各 条 件 を行 っ た 時 間 と評 価順 、各評価

地 点 の 照度を表 2 にまとめ る。

　　　　　　　　　　3 ．結果

3．1 因 子 分析

　被験者実験に よ り得 られた 印象評価 の 平均得点 につ

い て 主因子 法、バ リマ ッ クス 回 転 に よ る因子分析を行

っ た。分析 で は 評価 地 点 ・ル
ー

ト・パ ター
ン に よ っ て

分 け られ た 全 24 ケース の 評 価平均 を用い た 。因 子 の 打

ち切 りは 固有値 1 以 下 とし、そ の 結果 2 つ の 因子 が抽

出 され た 。 表 3 に 実験に使用 し た形容詞対 と因子 負荷

量を示 す。

巨
　　　　　　　　

  飄 E匹護璽濁
膿檸麟 琶

図 1　 住 宅平 面 図 ・順 路 （行 き ル
ート ・

屋 内パ ター
ン ）
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表 2　印象評価順 序 と照 度

評価 順
時間 ル

ー
ト

1 3456

1 ビング ダ ニ ング 子1032 半屋外 〆行き
4640 σ IX3851x63TIx206 σ IX4661X4511K

1 ビン ニ ン
1114 屋 内 ／帰 り

4651x ア011x200DI 乂 42aIx3341x43 巳OO　Ix
卩ビン ニ ン14：30 屋 内／行き

220001x1341K2151x1631x10101x1701x

ダ ニ ング リビング
15：00 学屋外〆帰り

157 版 2831K12301x4001X193 阪 231001x

表 3 使用 し た形 容詞 対 と因 子 負荷量

1　 　 　
−
　　 　 7

第
一

因子

評価性

第二 因子

安全性

o．944 0．209
0，936 0．226
0．928 0．180
0．880 0．360

0．877 0．154
0．839 0．350

　 　 醜 い
一美しい

つ まらない 一楽しい

　 　 嫌 い 一好き

　 閉 鎖的 一開放 的

　　 暗い
一

明 るい

　　 狭い
一

広い

　 　 単 調 一変 化 の ある

　 　 固 い 一柔 かい

　　 不 快
一

快い

　　 危 険 一安全

　 　 静 的 一動 的

　 不安 定
一安 定

0，723 0．599

0．699 0．546
0．687 0．233
一〇．131 一〇．962
0．568 0．669
一
〇．139 一

〇．655

3．2因子負荷量

　図 3 に 因子 負荷量布置図を示す。表 3 ・図 3 よ り、第

一
因子 を評価性、第二 因子 を 安全性 と解釈 で き る、た

だ し、第
一

因 子 （評 価性 ） は 開放 性 や 明 る さ感 の 尺 度

も含 ん で い る。ま た第 二 因子 の 安全 性 は、「安全〜危 険 」

や 「安定〜不 安定」 の 尺度 に つ い て、安全 ・安定が負

の 因子 負荷量 を 持 っ て い る。
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第二 因子 （安全 性）

　
　 醜
つ まら
　 　
　
　 　

　 　

　 　

第一
因
子（
評
価
性）

　　　　　　 図 3 因 子 負荷量 布置 図

3．3 因子得点

　 ま ず全 24ケ
ー

ス を場所 ご とに 凡例を分けた 因子得点

布置図を 図 4 に 示 す。第
一因子 （評 価 性 ） の 得 点 は ダ

イニ ン グや屋 外 で 高 く な っ てお り 、 そ れ に 対 し子 供 部

屋 や寝室で は 低くなっ て い る。また 第二 因子 （安 全性）

に つ い て は 同 じ場所 で も、条件 ごとに 得 点が 大 き く変

化 し て い る こ と が 分 か る。

3．3．1 因子得点（第
一

因子 ：評価性）

　第
一

因 子 （評 価性） につ い て 考察す る。まず評価地

点 の 照度 と第
一

因子 （評価性）の 得点 と の 関係 を 図 5

に 示 す。た だ し、屋 外 は 照度 が 大 き く分 析 が 困 難 に な

る こ とか ら条件 か ら除き、そ の 他の 場所 に つ い て 屋 内

と半屋外ル
ートに 分け、回帰直線 を求 めた。そ の 結果、

屋 内ル
ートで は正 の 相関が認 め られ、決定係数 も高か

っ た 。ゆ え に 、屋 内ル
ートで は 照 度 が 大 き くな る と第

一因 子 の 得 点が 大 き くな る と い うこ とが 示 唆 され た。

また今回の ケ
ース で は 常に 消 灯 して い た た め、照 度が

大 きい 空間 は 開 口 の 多い 開放的な空間に もっ なが っ て

い た こ と も、第
一

因子 の 得 点 に 影響 した と考 え られ る。

　 こ こ で 、照 度 と相 関 の み られ なか っ た 半屋 外 ル
ー

ト

に つ い て、第
一

因子 の 得点を評価順 に表 した 図 6 ・7 を

示 す 。 図 6 をみ る と 、 屋 外 か らダイ ニ ン グま で 得点が

横ばい となっ て い る。こ れは 非常に 明る く開放的 な屋

外 を通 る こ とで 、屋 内 の 明 る さ感 や 開放 感 に 差 を感 じ

な か っ た か らで あ る と考 え られ る。そ の 後 、寝 室 で は

評価性 が大 き く低 下 す るが、これ は 唯
一

の 開 口 を入 口

として入 室 し て し ま っ た た め、開放感 が 大 き く低下 し

た か らだ と思わ れ る。それ に対 し、図 7 をみ る と、子

供部屋 か ら寝室で 大 き く評 価性 が 上 昇 し て い る。こ れ

は、帰 りル
ートで は 屋 内か ら寝 室 へ 入 室 す る際 に、開

口 か ら屋 外 を 見 る こ とで き、開放感 が 大きくな っ た か

らだ と考え られ る。そ の 後 は リ ビ ン グ に て や や 評価性

が 下 が る もの の 、大 き な変動 は な く横ばい に な っ て い

る。よっ て 半屋外ル
ー

トで は 窓が すべ て 開い て い た こ

とや屋 外 を 通 る こ と で照 度 の 差 を感 じに くか っ た た め、

主に 開 放感 で 印象変化が生 じ て い た こ とが 示唆された。

第二 因子 （安全性）

図 4　因 子 得点布置図 （場所別 ）

第
一
因子 〔評価性〕得点

：「
… …

第一
因

子（
評
価
性）

1　

e

・1　

・2

、ヨ

　　　　　　　　　 1五 屋内ル
ート 讐

　 　 　 　 　 　 　 　 　 購 烹孱牲丿k罵 hl

　 　 評

　 　 価
　 　 地

　 　 点
soo 　Ix の

　 　 照

　 　 度

図 5　第
一

因子得点 と照度の 関係

第
一

因子 （評 価性 ）得 点

31

　i10

・1　
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ル
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順〔
半
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外
・

行

き）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

一3

図 6　第
一

因子 得点の ル
ー

ト推移 （半屋外 ・行き）

第
一

因子 （評価性）得 点

3

ル

ー
ト

順（
半

屋

外
・
帰

り）

二
譲

…
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を詮云
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／

工
。

責
・3　……拍… ………削…………岫………拍削耐耐岫………拍削…耐……耐…’内

図 7　第
一

因子得点 の ル
ー

ト推移 （半屋外 ・帰 り）
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3，3，2 因子 得点（第 二 因子 ：安全性 ）

　次 に 第 二 因子 （安全性） に つ い て考察す る。ま ず屋

内ル ートと半屋 外ル
ートを凡例分け した因 子 得点布 置

図を図 8 に 示 す。屋 内 ル
ートは 第二 因子 の 得点が ほ ぼ

負 に あ る の に 対 し、半 屋 外 ル ートで は 多 くが 正 に 布 置

して い る。こ れ よ り、半屋外ル
ー

トは 安全 で な い とい

う認 識や動的で あ る とい う認識 が され て い る と示 唆 さ

れ た。基礎集計の 結果よ り全て の 条件で 、「安全〜危険」

の 尺 度 の 被 験 者平均 が 安全 側 で あ っ た た め 、 第二 因子

の 負側は 、危険で は な い とい う評価 にな っ て い る。

　また 屋内ル
ー

トで は 第二 因 子 （安全性 ） の 得点 に条

件 に よ る差 が ほ ぼ 生 じ て い な い、そ れ に 対 して 、半 屋

外 ル ートで は条 件 ご とに 大 き な差 が 生 じ て い る こ とが

分か る。こ こ で 差が 生 じて い る 半屋 外 ル
ートに つ い て 、

第 二 因子 の 得点 を評価順 に表 した 図 9 ・10 を示 す。両

ル
ートの ダイ ニ ン グに お い て 安全 性 が 大 きく低下 し て

お り、安 全 で な い 、動的な空間 と し て 認 識 され て い る

こ とが 分 か る 。 こ れ は 大 きな開 口 が 開い て い る ダイ ニ

ン グが、外部との つ なが りを 強 く意識 させ る 場所 と な

っ て とい うこ と が 原 因 で あ る と考 え られ る。ま た、安

全性 の 低 い ダ イ ニ ン グ に 滞在 し た 後 で は 、安全性 の 評

価 が それ に 引 きず られ 、安 全性 が 低 くな っ て い る こ と

が 分 か る。加 え て 、安全 性 の 高い 屋外 か ら始 ま る 場 合

で は、安全性 の やや低 い 子 供 部 屋 か ら始 ま る 場合 よ り、

得 点 の 推 移 が 低 下 し て い る。こ れ に よ り安全性 の 評 価

は そ れ 以 前 に 滞在 し た 場 所 の 影 響 を受 け て 印象 が 変化

し、最初 の 評価地点 が基準とな り相対 的 に評 価 され る

とい うこ とが 示 唆 され た e

第二 因 子 （安全性）
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　　　　　　　　　 5 ．まとめ

　本研究は 人 間の 認 知ギ ャ ッ プ が 生 じた ときに 発生 す

る印象変 化に つ い て 調査 を行っ た。評価性は 明 る さや

開放感の 差に よ っ て 変 化 し、安 全 性 は 外 部 との っ な が

りを感 じる場 所 で 大 き く変 化 して 、そ の 後の 安全性 の

評価に も影響を与える こ とが 示唆され た。

　今後は、実験住宅内を撮影 した 動画 と、シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン に よ っ て 仮想空 間 で 再 現 した ウォ
ー

ク ス ル ーの

動 画 を 実験室 で 投影 す る こ とで 、 同 様 の 実験を行 い 、

実験 方法 と して の 再現性や、積極的快適性 に っ い て さ

らに 研究を行 っ て い く予 定で あ る。

図 8　因子 得点 布置図 （ル ー
ト ・パ ター

ン 別〉
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図 9　第二 因 子 得点の ル ート推移 （半 屋 外 ・行 き）
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